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貯水池におけるカビ臭の原因物質である 2-メチルイソボルネオ―ル（2-MIB）の主な発生原因は藍藻

類と放線菌である。しかし，既往の研究では，2-MIB の主要な発生源は藍藻類であると推察されてお

り，放線菌による影響は過小評価されている。そこで本研究では，放線菌が異臭味被害に与える影響を

明らかにするために，貯水池における 2-MIB 合成遺伝子を持つ細菌を特定することを目的とした。試

料は 2022 年 6 月（夏），10 月（秋），12 月（冬），2023 年 3 月（春）の計 4 回にわたり，中国の金盆镇

貯水池（JP）と茜坑貯水池（XK）の表層水，中間層水，底層水，および堆積物を採取した。水試料は

0.22 µm フィルターを用いてろ過し，フィルターから DNA を抽出した後，シーケンサーによって配列

を取得した。取得した配列から菌種同定を行い，2-MIB 合成酵素をコードする遺伝子を検索した。さら

に，中間層水を除く，夏季と冬季の試料から，2-MIB 合成遺伝子である mic 遺伝子を qPCR で定量し，

2-MIB による異臭味被害のリスクを把握するための指標としての利用可能性を評価した。また，水質

条件として，DO，pH，水温，TN，TP，および 2-MIB 濃度を測定した。 

2-MIB 合成酵素の存在割合は，春季と秋季と比較して，夏季と冬季において高い傾向を示し，主要な

2-MIB 合成酵素であるゲラニル二リン酸 2-メチル基転移酵素（GPPMT）は，両貯水池で豊富に存在し

た。GPPMT は，JP と XK において，それぞれ，81.13～100 %と 34.61 %～45.28 %が放線菌に由来して

おり，Streptomycesと Rhodococcusが主要な 2-MIB 生産菌として検出された。しかし，夏季の JP 表層

水に注目すると，GPPMT の 96.52 %が藍藻類由来であり，Pseudanabaenaと Cyanobiumが主要な 2-MIB

生産菌であった。これは，水温の上昇によって藍藻類が表層付近で増殖したことが原因であった。ま

た，試料中の mic 遺伝子の存在量は夏季と比較して冬季で高くなり，放線菌の存在量と正の相関があ

ったことから，冬季における 2-MIB の主要な生産者は放線菌であることが示唆された。特に，2-MIB

濃度がピークに達した XK の冬季サンプルでは，mic 遺伝子濃度が計測期間中の最大値である 5.42×

104 copies/L となり，mic 遺伝子存在量は 2-MIB による異臭味被害を把握するツールとして利用可能で

あることが示された。以上のことから，放線菌が貯水池における 2-MIB の主要な発生源であることが

示唆された。 


